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ＲＥ１００参加の経緯 （日本企業として初）

• 再エネの積極活用の企業姿勢をグローバルに明示し、社内の意識づけを図る。

• 推進中の省エネ、創エネなどエネルギー関連ビジネス展開の後押しを図る。

• ESG投資、各種企業評価制度における評価向上に繋げる。

• 電力需要家の立場から再エネの必要性を意思表示、供給側の変革を促す。

■参加理由

使用電力を2050年までに100％、2030年までに少なくとも30％再生可能エネルギーで賄う

リコーの再エネ活用目標

・2015年、COP21公式スポンサー、世界の潮流を実感。

・2017年4月、パリ協定を踏まえた2030年・2050年のGHG削減目標を発表。

・「徹底的な省エネ」＋「再エネの積極利活用」で達成にアプローチ。 （RE100への参加）

2050年バリューチェーンゼロ、2030年スコープ1.2 30%削減、スコープ3 15％削減

リコーのＧＨＧ削減目標 （SBT認定済み）

■参加までの流れ
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